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成層圏に滞在して電波干渉計の観測をおこなう気球搭載型電波望遠鏡の開発をおこなっている。成層圏は、高
周波電波帯の天文観測にとって、大気の影響をほぼ完全に避けることのできるサイトであり、地上の電波望遠鏡・
スペースの人工衛星に次ぐ第三の観測プラットフォームとなりうる。 最初のステップとして、技術的なフィージ
ビリティの検証をおこなうフライト実験機を準備した。22 GHz 帯で地上 VLBI 局との間にフリンジを検出する
こと、その性能評価をおこなうことを目指す。2016年夏、この実験機を北海道広尾郡大樹町の JAXA 大樹航空
宇宙実験場に持ち込んだが、気象条件等により放球は来年度以降に持ち越しとなった。
放球場では、ゴンドラシステムの全てをアセンブリし、VLBI観測を含めた地上動作試験をおこなった。この

実験機には、周波数標準源振や高速データ記録といった VLBIに必要なコンポーネントと、電波望遠鏡システム
(口径 1.5m)、さらに姿勢決定/制御システム・位置決定システム・電源系などの飛翔体バスシステム等、成層圏
でVLBI観測をおこなうのに必要な機能を搭載している。現地での地上動作試験の結果と、次年度放球に向けて
機能動作をより確実にするための開発状況について報告する。


